
2022年の生殖医療センター治療妊娠実績

日本産婦人科学会ART登録症例数5,022例
（採卵症例数2,478症例、凍結融解数2,544症例） 

人工授精2,221周期（妊娠率6.2%） ・子宮鏡検査1,374件 ・卵管鏡検査134件
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● 不妊治療妊娠数の推移
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・2001、2002年は一般治療を含まず

タイミング 人工受精（AIH） ART 合計

合計 235 138 1,121 1,494

● 治療別妊娠数

・日本産婦人科学会ART登録症例数5,022例（採卵症例数2,478症例、凍結融解数2,544症例） 
・人工授精2,221周期（妊娠率6.2%） ・子宮鏡検査1,374件  ・卵管鏡検査134件

足立病院では標準治療としてコストパフォーマンスが最も高い、刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植を採用しています。卵巣機能低下、高年齢など

足立病院では標準治療としてコストパフォーマンスが最も高い、刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植を採用しています。卵巣機能低下、高年齢など
の理由で刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植が適切でない場合は新鮮胚移植となります。

● ART治療成績

総胚移植数 総妊娠数

2,896 1,1212,478 38.7%

総採卵数 妊娠率

2,528 1,050 40.7%
胚移植数 妊娠数 妊娠率

40歳未満 1,679 798 47.5%

40～42歳 578 192 33.2%

融解胚移植妊娠率

366 70 19.1%
胚移植数 妊娠数 妊娠率

40歳未満 137 41 30.0%

40～42歳 126 21 16.7%

新鮮胚移植妊娠率

43歳以上 271 61 22.5% 43歳以上 103 8 8.0 %



日本産婦人科学会ART登録症例数4,861例
（採卵症例数2,407症例、凍結融解数2,454症例） 

人工授精2,546周期（妊娠率5.8%） ・子宮鏡検査796件 ・卵管鏡検査127件

タイミング 人工受精（AIH） ART 合計

合計 350 147 1,096 1,593

● 治療別妊娠数

・日本産婦人科学会ART登録症例数4,861例（採卵症例数2,407症例、凍結融解数2,454症例） 
・人工授精2,546周期（妊娠率5.8%） ・子宮鏡検査796件 ・卵管鏡検査127件

足立病院では標準治療としてコストパフォーマンスが最も高い、刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植を採用しています。卵巣機能低下、高年齢など

足立病院では標準治療としてコストパフォーマンスが最も高い、刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植を採用しています。卵巣機能低下、高年齢など
の理由で刺激周期採卵-全胚凍結-凍結胚移植が適切でない場合は新鮮胚移植となります。

● ART治療成績

総胚移植数 総妊娠数

2,796 1,0962,407 39.2%

総採卵数 妊娠率

2,443 1,036 42.4%
胚移植数 妊娠数 妊娠率

40歳未満 1,610 793 49.3%

40歳以上 833 243 29.2%

融解胚移植妊娠率

353 60 17.0%
胚移植数 妊娠数 妊娠率

40歳未満 113 34 30.1%

40歳以上 240 26 10.8%

新鮮胚移植妊娠率

2021年の生殖内分泌医療センター治療妊娠実績


